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地域～流域レベルでの資源管理（利水・治水・環境）
研究概要

2019年度水害被害額は 約2兆1800 億円（過去最大）
被害額 500 億円以上が9県
水害区域面積 80,850 ha

（うち、農地72.8%）
農水省・国交省
（２００４）を改変

河川法改正
（１９９７）

土地改良法
改正（２００１）

水循環基本法
制定（２０１４）

みどりの食料システム
戦略策定（２０２１）

河川環境の
整備と保全

農村環境との
調和への配慮

持続可能な農林水産業
カーボンニュートラル

健全な水循環の
維持または回復
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大局的な研究目標
研究概要
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今後１０年で達成する研究目標
研究概要

環境 生物

計算知能と数理モデルを統合した
高解像度生態水理シミュレータの開発
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研究成果の統合
研究概要

 計測～解析に至るプロセスを俯瞰複雑な現象の理解と数理モデル化
 物理環境や生物行動等を計算知能技術により要素モデル化
 高解像度計測により大量かつ連続的な観測データを収集＋データ駆動解析
理論的には説明できなかった現象をボトムアップ的に再現

 ブラックボックスモデルの可視化技術を応用
現象の理解深化と数理解析システムの高度化・高精度化に挑戦

計測 解析 環境評価 海外展開国際
連携
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調査対象地①
（石垣島宮良川流域）

研究概要
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調査対象地②（東京都：多摩川・矢川・府中用水）
研究概要

府中用水および矢川における定点調査（2014年5月～2020年3月毎月）

魚類と水生植物、物理環境（水深、流速、植生被度、河床材料）

府中用水
（１５地点）

矢川
（１４地点）
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SDGsには未解決課題が多数存在

研究ビジョン

国連広報センター「持続可能な開発目標（SDGs）報告2020」
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農水省：みどりの食料システム戦略

研究ビジョン
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農水省：みどりの食料システム戦略

研究ビジョン
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農水省：みどりの食料システム戦略

研究ビジョン
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水資源計画学研究室
農林水産業分野におけるAI・ロボティクス研究のポテンシャルは高いです！

『水』‐『生物』‐『農業』
持続可能な水資源管理と
生態系と調和した
農業生産について考える． /15


